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 医療・介護現場で働く仲間の

「まさか」は様々です。思わぬ病

気・ケガで療養生活になった

り、後遺障害で身体にも暮らし

にも負担が増えることがありま

す。医労連共済には、給付のあ

った加入者から、助けあいで加

入する仲間に感謝のお手紙が

寄せられます。医労連共済の魅

力を事例を通して伝えてくだ

さい。 

【山形発】 切迫流産で自宅安静。助かり

ました。 

 切迫流産で自宅安静となり、休業給付

を受け取りました。健康保険組合の傷病

給付がありましたので、病欠で無給にな

った分の補填になりましたが、ずっと自

宅にいて出費が増えたので、休業給付は

とてもありがたかったです。加入してい

る民間保険は入院しない限り保障がな

いので助かりました。 
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【北海道発】 休業で給料が下がり助かり

ました。 

 6 日間仕事を休み、その間夜勤などが

あり、正直「給料が下がるんだな」と思

いました。そんな時、医労連共済の給付

金を受けられて、すごく助かりました。 

【大阪発】 入院給付・後遺障害給付、大

切に使います。 

 卵巣癌ステージ２の告知を受け、卵巣

と子宮の全摘手術を受けました。まさか

自分が癌になるとはと驚きました。そん

な自分を助けてくれたのが医労連共済

です。医労連共済に入っていて本当に良

かったと心から思いました。これからか

かる治療費に頂いた給付金を大切に使

わせて頂こうと思います。本当にありが

とうございました。 


